
16

．記名Name 17


．確認の年月日
Date (d／m／y)

21

．記名Name 22


．確認の年月日
Date (d／m／y）

17

．記名Name 18


．確認の年月日
Date (d／m／y)

22

．記名Name 23


．確認の年月日
Date (d／m／y)

（削る） ＊

装備する航空機との適合性については使用者の責任で確認すること。 Installer must

cross‑check eligibility with applicable technical data.

第18号様式（第41条関係）（日本工業規格Ａ４）裏面 第18号様式（第41条関係）（日本工業規格Ａ４）裏面
１．（略） １．（略）
２．欄１に記載された国の航空当局と異なる国の航空当局の規則に従って、部品、装備品を航空
機に装備する場合には、使用者は自らの航空当局が、欄１に記載された国の航空当局からの
部品、装備品を受け入れていることが不可欠である。

２．欄１に記載された国の航空当局と異なる国の航空当局の規則に従って、部品、装備品を航空
機に装備する場合には、使用者は自らの航空当局が、欄１に記載された国の航空当局からの
部品、装備品を受け入れていることが不可欠である。

Where the user／installer works in accordance with the national regulations of an Air‑
worthiness Authority different from the Airworthiness Authority of the country specified

in block 1 it is essential that the user／installer ensures that his／her Airworthiness Aut‑
hority accepts parts／components


／assemblies from the Airworthiness Authority of the

country specified in block 1.

Where the user／installer works in accordance with the national regulations of an Air‑
worthiness Authority different from the Airworthiness Authority of the country specified

in block 1 it is essential that the user／installer ensures that his／her Airworthiness Aut‑
hority accepts parts／compornents


／assemblies from the Airworthiness Authority of the

country specified in block 1.

３．欄13

及び欄18

に記載された事項は、装備品、部品を航空機に装備することについての証明で

はない。いずれの場合でも、航空機の飛行前に当該装備品、部品の使用者による保証、確認
を法に基づき航空機搭載用航空日誌に記載しなければならない。

３．欄14

及び欄19

に記載された事項は、装備品、部品を航空機に装備することについての証明で

はない。いずれの場合でも、航空機の飛行前に当該装備品、部品の使用者による保証、確認
を法に基づき航空機搭載用航空日誌に記載しなければならない。

Statements 13

and 18


do not constitute installation certification. In all cases the aircraft

maintenance record must contain an installation certification issued in accordance with

the national regulations by the user／installer before the aircraft may be flown．

Statements 14

and 19


do not constitute installation certification. In all cases the aircraft

maintenance record must contain an installation certification issued in accordance with

the national regulations by the user／installer before the aircraft may be flown.
附属書第３（第14条関係） 附属書第３（第14条関係）

航空機の発動機の排出物（二酸化炭素を除く。


）の基準 航空機の発動機の排出物


の基準
第２章 航空機の発動機の排出ガスの基準 第２章 航空機の発動機の排出ガスの基準

２１ （略） ２１ （略）
２１１ （略） ２１１ （略）
２１２ 炭化水素、一酸化炭素、窒素酸化物及び不揮発性粒子状物質


２１２ 炭化水素、一酸化炭素及び窒素酸化物


２１２１・２１２２ （略） ２１２１・２１２２ （略）
２１２３


不揮発性粒子状物質 （新設）

不揮発性粒子状物質数値
（単位 g／）

定格推力が267kNを超える発
動機であつて2020年１月１日以
後に製造されたもの

10（３＋29×F00－0274）以下であること。

備考
１ 不揮発性粒子状物質の数値は、国際民間航空条約の附属書16に定める方法により測定
し計算されたものとする。
２ F00は、国際民間航空条約の附属書16に定義される当該発動機の定格推力（単位 kN）
とする。

２２ （略） ２２ （略）
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